
　那覇市長　宛

令和 年 9 月 28 日

【良かった点】

3.事業を一言で

表現すると

(例：生活困窮世帯に食糧を配布することで、対象者が安定して食事が取れるように支援する。)

　　一緒に考えたり、話し合ったり、取り組んでみたり

　　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　することで

　　転校してきた子供とその親に言葉の壁を超えられるように支援

　　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_　_する。

【改善点・今後につなげる点】

4.これまでの活動の

振返り

・学校のことで困ったことが相談できる場所になっ

ていること

・ママ友が交流できる時間になっていること

・子供たちが笑顔で話せる場所になっていること

・地域との交流も少しできていること

・日本人の支援が増えてきていること

・学校との連携はまだできていないこと

・自分たちの活動を広げること

・地域との交流はもっと積極的にすること

・行政との連携はまだ弱いこと
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団体名       在沖縄ベトナム人協会

代表者　グェン・ティ・フオン

担当者　グェン・ド・アン・ニェン

「なは市民活動支援事業」

中間報告書
令和　５年６月７日付け、那覇市指令市ま第６４２号で交付決定の通知を受けた当該事業につい

て、現時点での進捗を下記のとおり報告します。また、市ホームページへの掲載を承認し、中間報

告会で他団体とも内容を共有します。

1.事業名 在沖縄ベトナムの児童生徒とその保護者への支援活動

2.実施内容

（何をいつ実施したか(事務局会議は除く)、対象者や実施場所など）

・時間：毎週日曜日10:00 ~ 11:30

・場所：ライフジュニア日本語学院の2階教室

・担当：大仲るみ子さん、ニェン。9月から、琉大の村上呂里先生も。

・参加者：

　7月、8月：2組（3年生と幼稚園生の親子、5年生の親子）

　9月：４組に増えた（6年生の親子、5年生＆2年生の兄妹）

・支援内容：

　親の日本語学習支援

　子供の学校の勉強支援

　情報提供（ＭＩＭＩ日本語教室、若狭公民館の「外国人の居場所」など）
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6.活動写真

（簡単な説明文を記入）

7.今回の達成目標

（当初の事業計画書に記載

した目標）

8.現時点の目標達成度

（例：60%達成）
50％達成

・学校に関する悩みを持っている相談者に適切な案内やサポートできること

・言葉がまだできていなくてもベトナム人の児童生徒が楽しく学校に通えるようにサポート

すること

・外国人に地域の学校文化を紹介できること

（　　　　　１回目のワークショップ （　　　　7月ごろの活動　　　　　　　　　　）

（　　夏休みの宿題にむけて　　　　　　　　　）

5.今後の活動予定

（事業期間内又はすでに終

了した団体については次の

予定）

（何をいつ実施するか、対象者や実施場所、など）

・年末まで「親子日本語サークル」の活動を続けること

・11月19日：2回目のワークショップ「世界の小学校を知ろう」（11月20日はベトナムでは「先生の日」

があって、工作をして、小学校の先生に「いつもありがとう」を贈る）

（　　新しい友達がが来た　　　　）
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